
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

一
エ
ハ

ｎ
・
士
冗

ヨ
｝
…
ｐ

『
平
家
打
聞
』
仰
（
巻
九
－
巻
十
二
）

は

じ
め

に

　
本
誌
３
４
・
３
６
・
３
７
号
に
引
き
続
き
、
島
原
松
平
文
庫
本
『
平
家
打
聞
』
巻
九

－
巻
十
二
の
試
訓
を
提
示
す
る
。
大
方
の
御
批
正
、
御
教
示
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

　
　
凡
例
（
追
加
）

○
底
本
巻
六
－
巻
十
二
に
つ
い
て
は
、
黒
田
　
彰
氏
「
島
原
松
平
本
，
平
家
打

聞
』
〈
影
印
・
下
〉
」
（
『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
）
』
３
６

昭
６
３
・
２
）
に
よ
っ
た
。
（
前
回
の
「
凡
例
」
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

抜
け
落
ち
た
こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
る
。
）

○
今
回
掲
載
分
に
対
応
す
る
依
拠
・
関
連
資
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
巻
十
一
「
七
難
」
注
↓
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
受
持
品
第
七

　
巻
十
二
「
北
野
天
神
」
注
↓
荏
柄
天
神
社
本
『
北
野
天
神
御
俸
御
託
宣

　
等
』
（
引
用
の
際
は
、
（
北
）
と
略
記
し
た
。
）

　
同
「
本
院
大
臣
」
注
↓
『
神
道
集
』
巻
三
－
九
「
鹿
嶋
大
明
神
事
」

　
（
引
用
に
際
し
て
、
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
大
正
新
修
大
蔵
経
、
『
北
野

天
神
御
傳
　
御
託
宣
等
』
は
『
神
道
大
系
　
神
社
編
　
北
野
』
、
『
神
道
集
』
は

角
川
貴
重
古
典
籍
叢
刊
『
赤
木
文
庫
本
神
道
集
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
）

○
『
平
家
打
聞
』
の
研
究
は
ま
だ
緒
に
っ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
未
開
拓
の
部

分
を
多
く
残
し
て
い
る
。
本
稿
も
そ
の
基
礎
的
な
一
階
梯
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ

で
今
後
の
研
究
の
便
宜
を
考
え
、
「
『
平
家
打
聞
』
研
究
文
献
目
録
」
を
付
し
た
。

な
お
最
近
、
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
の
研
究
に
お
い
て
も
、
『
平
家
打

聞
』
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
目
録
で
は
一
応
『
平
家
打
聞
』
を
主

た
る
研
究
対
象
と
し
た
も
の
、
ま
た
は
『
平
家
打
聞
』
と
い
う
資
料
自
体
の
性

格
に
言
及
し
て
い
る
も
の
に
限
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
旨
、
御
了
承
願
い
た
い
。

○
前
回
分
の
正
誤
表
を
末
尾
に
掲
げ
た
。



　
　
　
　
　
平
家
打
聞
　
第
九
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
メ
シ

　
天
下
は
、
関
白
殿
。
氷
の
為
師
は
、
国
王
に
進
ら
す
る
事
。
天
武
天
皇
の
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
」

時
、
大
友
王
子
に
襲
は
れ
て
御
疲
る
に
臨
み
た
ま
ひ
し
時
、
臣
下
、
氷
を
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ

て
進
ら
す
れ
ば
、
御
疲
れ
を
息
め
て
、
御
軍
に
勝
れ
た
ま
へ
ば
、
是
、
祝
ひ
な

り
と
て
、
今
も
年
始
に
先
づ
氷
を
進
ら
す
る
な
り
。

　
四
方
拝
は
、
国
王
、
東
に
向
か
ひ
て
朝
日
を
拝
す
、
西
に
向
か
ひ
て
暮
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

拝
す
、
北
に
向
か
ひ
て
一
字
金
輸
を
拝
す
、
南
に
向
か
ひ
て
延
命
星
を
拝
す
。

又
云
ふ
、
東
方
に
向
か
ひ
て
伊
勢
太
神
宮
を
拝
す
、
南
方
に
向
か
ひ
て
男
山
石

清
水
を
拝
す
、
西
方
に
向
か
ひ
て
八
幡
を
拝
す
、
北
方
に
向
か
ひ
て
北
野
を
拝

す
。
又
云
ふ
、
四
方
拝
は
、
国
王
、
四
方
七
星
を
拝
す
な
り
。
東
方
に
向
か
ひ

て
角
、
尤
、
氏
、
房
、
心
、
尾
、
箕
、
此
の
七
種
を
拝
す
、
北
方
に
向
か
ひ
て

斗
、
牛
、
女
、
虚
、
危
、
室
、
壁
、
此
の
七
種
を
拝
す
、
西
方
に
向
か
ひ
て
杢
、

婁
、
胃
、
昴
、
畢
、
皆
、
参
、
此
の
七
種
を
拝
す
、
南
方
に
向
か
ひ
て
井
、
鬼
、

柳
、
星
、
張
、
翼
、
鞍
、
此
の
七
種
を
拝
す
。
又
云
ふ
、
東
方
に
向
か
ひ
て
沓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
カ

を
以
て
、
三
度
践
む
事
有
り
。
是
は
万
民
、
何
に
春
の
耕
作
に
、
身
の
苦
し
か

＾
マ
マ
）

る
ま
し
と
て
、
其
の
苦
を
免
れ
し
む
。
南
方
に
向
か
ひ
て
面
を
暫
時
に
振
ら
ず
、

維
念
有
り
。
是
は
万
民
、
夏
の
炎
天
に
何
に
熱
か
ら
ん
と
思
し
食
す
御
事
に
て
。

西
方
に
向
か
ひ
て
笏
を
以
て
三
度
招
く
事
有
り
。
是
は
万
民
、
秋
の
収
め
の
時
、

鎌
を
以
て
苅
ら
ん
に
何
に
苦
し
か
ら
ん
と
思
し
食
す
御
事
と
知
る
。
北
方
に
向

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
－
四

か
ひ
て
薄
き
御
衣
を
召
し
て
、
冬
の
時
、
万
民
何
に
寒
か
ら
ん
と
思
し
食
す
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
）
　
　
　
　
　
よ

事
に
て
知
る
。
此
の
時
、
国
母
亦
系
を
三
筋
椅
り
た
ま
ふ
と
な
り
。
三
筋
を
合

　
　
　
　
一
マ
マ
一
　
　
“
ホ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

は
せ
て
其
の
系
を
始
を
ぱ
外
へ
向
け
、
百
廿
度
縛
り
た
ま
へ
り
。
三
筋
の
系
を

精
り
畢
り
て
後
に
亦
、
三
つ
合
は
せ
て
七
十
二
度
椅
り
た
ま
ふ
な
り
。
此
の
三

　
（
マ
マ
）

筋
の
系
は
、
我
と
国
王
と
万
民
と
一
つ
心
に
て
、
一
味
同
心
に
成
ら
ん
と
祈
り

た
ま
ふ
な
り
。
一
番
に
百
廿
度
椅
り
た
ま
ふ
は
、
我
も
国
王
も
万
民
も
無
病
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

命
な
れ
と
祈
る
な
り
。
其
の
系
を
後
に
宇
治
の
宝
蔵
に
収
め
ら
る
。
此
の
系
を

切
れ
ば
、
天
下
に
災
難
出
で
来
る
な
り
。
是
の
ご
と
き
事
、
十
一
月
中
辰
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

七
日
に
三
筋
づ
つ
、
廿
一
筋
系
を
椅
り
た
ま
ふ
な
り
。

　
天
下
ｉ
下
一
左
６
　
氷
の
為
師
－
下
二
右
３
　
四
方
拝
－
下
二
右
４

　
　
¢
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
廷
」
。

　
い
か
る
が

　
錠
口
と
は
、
鎧
の
角
々
に
辰
の
口
の
様
な
る
物
を
打
ち
て
付
け
た
る
な
り
。

今
女
院
は
、
上
西
門
女
院
。
御
堂
関
白
の
御
娘
な
り
。
尚
侍
は
、
平
城
天
皇
に

す
す勧

め
奉
り
、
軍
を
起
こ
し
し
人
な
り
。
時
に
、
大
臣
と
号
す
。
二
条
関
白
殿
の

御
甥
な
り
。

　
錠
口
－
下
六
五
右
５
　
今
女
院
－
該
当
項
目
な
し
　
尚
侍
－
下
七
五
左
６

　
義
孝
少
将
は
、
一
条
摂
政
伊
ヂ
の
三
男
。
末
世
と
難
も
、
思
ひ
は
五
濁
の
汚

れ
に
染
ま
ず
し
て
、
身
、
俗
網
な
が
ら
、
心
、
精
進
菩
提
に
用
ゐ
て
、
生
死

¢流
転
を
厭
ひ
、
娑
婆
世
界
の
無
常
を
思
ひ
知
る
。
常
に
「
朝
に
紅
顔
在
り
て
世

路
に
誇
れ
ど
も
、
暮
に
は
白
骨
と
成
っ
て
郊
原
に
朽
ち
ぬ
。
」
と
云
ふ
事
を
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
側

ち
居
に
口
付
け
て
言
ふ
な
り
。
御
伯
父
高
光
少
将
出
家
し
て
、
高
武
峰
に
昇
き

籠
も
り
勤
め
た
ま
ふ
と
の
由
を
聞
き
、
恨
み
弥
事
に
し
て
、
朝
夕
申
さ
れ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

爾
ら
ば
、
御
父
大
政
大
臣
と
、
天
禄
三
年
〔
壬
申
〕
十
一
月
一
日
、
御
年
四
十

九
に
し
て
蔓
る
と
。
而
ら
ば
、
弥
、
生
死
無
常
を
思
ひ
知
る
と
。
卑
し
き
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ら
を

鳩
杖
〔
七
十
〕
、
鶴
髪
〔
八
十
〕
、
縁
山
〔
九
十
〕
、
夫
男
ま
で
も
無
常
魔
滅
を

爾
こ
そ
悲
し
む
習
ひ
な
れ
ば
、
父
大
臣
五
十
に
だ
に
も
足
ら
ず
し
て
、
盛
り
な

り
と
も
申
す
べ
き
齢
ぞ
か
し
。
関
白
、
摂
録
に
摂
政
を
兼
ね
、
官
位
を
大
政
大

臣
、
従
一
位
を
極
め
、
天
子
に
は
御
伯
父
。
帝
十
一
に
し
て
御
即
位
〔
円
融
院

な
り
〕
、
十
四
に
し
て
御
元
服
。
未
だ
成
長
し
た
ま
は
ず
。
東
宮
に
は
花
山
院
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
祖
父
。
太
子
僅
か
に
五
歳
と
成
る
。
三
人
の
子
息
未
だ
昇
進
せ
ず
。
一
男
惟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か

賢
は
正
二
位
下
右
兵
衛
佐
。
二
男
三
男
、
挙
賢
義
孝
、
共
に
少
将
。
何
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
と
し
た

末
、
心
本
無
か
り
け
む
。
跡
慕
ひ
歎
く
ま
で
こ
そ
老
少
不
定
な
れ
。
誰
か
斯
か

る
歎
き
の
哀
れ
の
無
か
る
べ
き
。
深
山
に
も
込
も
り
、
父
の
後
生
を
も
訪
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ぼ

我
が
身
の
菩
提
を
も
浅
か
ら
ず
願
は
ん
と
覚
し
け
れ
ど
も
、
母
、
北
の
政
所
、

大
政
大
臣
に
後
れ
ぬ
れ
ば
、
我
さ
へ
佐
様
も
思
ひ
立
ち
な
ば
、
弥
、
歎
き
の
重

　
　
　
　
イ
タ
ハ

な
る
事
、
労
し
く
覚
え
て
、
心
な
ら
ず
。
君
に
仕
へ
て
、
出
仕
な
れ
ど
も
、
是

有
り
け
れ
ど
も
、
中
一
年
を
過
ぎ
て
、
天
延
二
年
〔
甲
戌
〕
九
月
、
少
将
病
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
が
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
な
ぺ

床
に
臥
し
た
ま
ふ
。
則
ち
、
胞
瘡
に
て
ぞ
有
り
け
る
。
太
凡
て
、
人
為
る
事
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ノ
メ

れ
ど
も
、
と
思
ひ
成
す
程
に
、
日
数
重
な
り
て
、
名
目
な
ら
ず
、
大
事
に
見
え

け
れ
ば
、
母
、
北
の
方
な
ん
ど
の
歎
き
理
も
過
ぎ
た
り
。
同
じ
き
十
五
日
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
　
　
　
　
　
　
く
ど

つ
方
に
物
語
に
昇
き
話
き
言
ふ
。
「
義
孝
の
身
、
人
と
生
ま
れ
て
生
年
廿
一
、

家
の
面
目
、
朝
家
の
世
の
覚
へ
、
世
を
恨
み
、
人
に
恥
づ
る
こ
と
、
更
に
侍
ら

ず
。
朝
夕
恭
し
く
喜
び
て
過
ご
し
侍
り
ぬ
れ
ば
、
村
上
女
御
、
皇
大
臣
宮
安
子
、

夷
母
に
て
御
在
せ
ば
、
御
外
跡
の
一
分
な
り
。
冷
泉
円
融
両
帝
の
御
甥
。
東
宮

〔
花
山
〕
の
御
母
、
贈
皇
后
宮
は
御
姉
に
て
侍
れ
ば
、
恐
れ
な
が
ら
、
東
宮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

御
伯
父
な
り
。
関
白
堀
河
の
兼
通
、
東
三
兼
家
な
れ
は
、
叔
父
に
当
た
り
、
祖

父
九
条
右
摂
政
、
父
大
政
大
臣
謙
徳
公
に
在
す
。
母
上
氏
明
の
親
王
の
御
娘
に

て
御
在
せ
ば
、
延
喜
の
聖
主
の
御
孫
な
り
。
同
じ
く
人
界
に
生
を
受
く
る
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヘ
ど

加
様
な
る
家
の
面
目
な
り
。
一
門
を
恭
な
く
争
か
侍
る
べ
き
。
然
り
と
雄
も
、

先
世
の
事
に
や
。
小
年
よ
り
憂
世
を
厭
ひ
、
仏
道
に
勤
め
ん
と
て
、
志
深
く
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

侍
り
ぬ
る
。
父
隠
れ
し
と
き
、
我
さ
へ
代
に
交
は
ら
ず
成
り
ぬ
れ
ば
、
母
上
弥

歎
き
た
ま
ふ
と
な
り
。
御
心
を
愁
に
兼
ね
奉
り
、
加
様
に
て
過
ぎ
侍
り
ぬ
る
に
、

此
の
労
り
、
日
に
副
へ
重
く
成
り
侍
る
が
、
今
は
限
り
に
覚
へ
た
ま
へ
け
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
か

今
日
を
ば
世
も
過
ご
し
侍
ら
ず
、
一
定
墓
無
く
成
る
べ
き
身
な
り
。
憂
世
の
坂

は
兼
ね
て
思
ひ
知
り
た
る
事
な
れ
ば
、
我
身
命
を
絶
へ
ん
事
は
思
ひ
切
り
た
る

事
な
り
。
老
少
不
定
は
国
の
習
ひ
、
力
及
ば
ず
。
高
き
も
賎
し
き
も
皆
此
の
恨

み
多
し
。
之
に
付
け
て
も
、
仏
道
に
勤
め
、
後
世
に
て
同
じ
蓮
に
生
ま
れ
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

ん
と
こ
そ
恩
し
食
し
た
り
。
」
と
申
す
。

　
　
義
孝
少
将
－
下
七
六
右
ー

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
○
（
山
）
「
流
転
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
流
転
」
。



　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
ト
メ

　
　
（
底
）
「
未
二
昇
進
一
」
。

　
母
上
は
、
御
返
事
も
言
は
ず
、
唯
音
を
立
て
て
ぞ
泣
き
た
ま
ひ
け
る
。
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
し
を

聞
き
け
る
人
、
袖
を
淫
ら
ぬ
は
一
人
も
無
か
り
け
り
。
且
く
有
り
て
少
将
、
母

上
に
申
さ
れ
け
る
は
、
「
申
し
置
き
侍
る
べ
き
事
二
つ
侍
る
。
一
つ
は
、
義
孝
、

今
年
の
夏
の
初
め
よ
り
、
法
花
経
を
自
ら
一
千
部
読
み
奉
り
た
ま
は
ん
と
願
を

発
し
、
已
に
三
百
余
部
読
み
奉
る
。
価
ち
精
進
の
此
れ
程
に
侍
る
に
、
此
の
願
、

空
し
く
侍
ら
ん
事
の
口
惜
し
く
侍
る
を
、
瑛
魔
法
皇
、
梵
天
帝
尺
に
此
の
由
を

白
し
て
、
設
ひ
定
業
な
り
と
も
、
此
の
願
を
果
た
し
侍
る
程
に
、
娑
婆
世
界
へ

返
し
た
ま
へ
と
思
ひ
侍
り
。
七
日
が
程
終
は
り
た
り
と
も
、
枕
を
動
か
さ
ず

〔
是
こ
。
又
瑛
魔
王
に
申
せ
ど
も
、
終
に
叶
は
ず
し
て
、
墓
無
く
成
り
了
て
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
し

今
年
、
三
歳
に
成
る
小
者
侍
り
。
搦
裸
が
中
に
已
に
父
孤
子
と
成
る
。
其
の
末

は
と
思
ひ
置
き
侍
れ
ば
、
何
事
を
も
申
し
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。
母
儀
に
先
立
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
カ

前
後
相
違
の
恨
み
、
嬰
児
を
残
し
置
く
恩
愛
、
父
母
の
悲
し
み
は
何
に
為
ん
、

何
に
為
ん
。
但
し
、
此
の
程
、
智
者
の
語
り
た
ま
ひ
っ
る
は
、
人
の
命
と
幸
と

は
天
地
の
助
け
に
依
る
。
天
地
の
哀
れ
を
蒙
る
は
、
至
孝
に
過
ぎ
ず
。
我
が
身

　
　
　
　
コ
コ
ロ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ツ
が

年
来
是
を
意
得
ず
。
後
悔
千
万
千
万
。
嬰
児
若
し
患
無
く
相
成
り
長
け
て
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ン
一
，
一

を
も
知
り
、
心
も
付
き
侍
ら
ば
、
孝
養
報
恩
を
苦
ろ
に
為
よ
。
其
の
孤
子
の

冥
加
と
成
る
べ
し
。
教
へ
申
し
置
き
け
る
由
是
な
り
。
短
命
と
申
す
も
、
人
問

の
大
い
な
る
恨
み
、
父
祖
共
に
皆
此
の
恨
み
あ
り
。
（
祖
）
父
九
条
右
摂
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

〔
九
条
殿
師
輔
な
り
〕
は
天
徳
四
天
〔
庚
申
〕
五
月
五
日
、
五
十
一
に
し
て
苗
宛

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

る
と
。
父
謙
徳
公
は
、
天
禄
三
年
〔
壬
申
〕
十
一
月
一
日
、
四
十
九
に
し
て
隠

る
。
義
孝
の
身
又
、
今
年
天
延
二
年
〔
壬
戌
〕
九
月
が
中
に
廿
一
に
し
て
墓
無

く
成
り
な
ば
、
皆
是
寿
と
限
り
と
を
知
る
。
嬰
児
の
苦
し
み
は
、
至
孝
苦
ろ
に

し
て
天
地
の
哀
れ
を
頂
か
ば
、
寿
福
を
保
っ
べ
し
。
」
と
ぞ
申
し
置
き
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
モ

　
之
を
聞
き
、
母
上
の
御
歎
き
何
ば
か
り
ぞ
。
瞼
へ
を
取
る
に
物
ぞ
無
き
。
寛

ス
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
グ
サ

夜
ら
、
泣
き
明
か
し
た
ま
ひ
け
る
。
人
々
的
呼
め
た
ま
ひ
け
る
は
、
「
理
こ
そ

是
は
仰
せ
ら
る
る
事
な
れ
。
而
れ
ば
と
て
、
必
ず
墓
無
く
成
る
べ
き
に
非
ず
。

時
に
当
た
り
て
、
家
毎
門
毎
に
此
の
労
り
有
り
。
而
れ
ば
と
て
、
皆
死
ぬ
る
事

　
　
　
　
た
か

か
侍
る
。
」
挙
賢
少
将
殿
も
同
じ
時
よ
り
臥
し
た
ま
へ
り
。
北
の
政
所
、
是
の

御
歎
き
有
り
と
聞
く
。
尤
も
心
苦
し
く
覚
さ
る
る
事
を
聞
き
て
申
し
け
れ
ば
、

爾
て
こ
そ
少
し
閑
ま
り
た
ま
ひ
け
れ
。
是
く
て
、
其
の
夜
も
明
け
に
け
り
。
同

十
六
日
朝
、
御
兄
挙
賢
少
将
殿
隠
れ
た
ま
ひ
け
り
。
御
年
廿
五
。
母
上
を
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
ク

奉
り
、
上
下
皆
昇
き
暗
れ
て
悲
歎
す
る
こ
と
極
ま
り
無
し
。
則
ち
、
其
の
日
の

晩
つ
方
に
、
御
弟
義
孝
少
将
も
終
て
た
ま
ふ
。
御
年
廿
一
な
り
。
一
日
の
内
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
メ
シ

兄
弟
二
人
墓
無
く
成
り
た
ま
ひ
け
る
事
、
昔
よ
り
為
師
無
き
事
に
こ
そ
。
爾
る

に
先
の
少
将
、
後
の
少
将
と
て
歎
き
有
り
。
無
常
の
為
師
と
成
る
。
母
北
の
政

所
、
御
心
も
消
え
て
、
生
き
た
る
人
に
て
も
御
在
さ
ざ
り
け
り
。
其
の
問
に
、

人
々
の
御
計
ら
ひ
に
て
、
二
人
な
が
ら
、
事
取
る
態
と
は
定
め
た
ま
ひ
け
れ
ば
、

活
く
べ
く
御
在
し
け
る
が
、
生
路
に
及
ば
ざ
り
け
り
と
て
、
後
に
母
上
の
夢
に
、

　
い
か
ば
か
り
ち
ぎ
り
し
も
の
を
わ
た
り
河
か
へ
り
こ
ぬ
ま
に
わ
か
れ
や
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

る
千
度
百
度
、
恨
め
ど
も
、
甲
斐
も
無
し
。
爾
も
其
の
後
生
、
思
ひ
遣
ら
れ
て
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヘ

沈
を
歎
き
知
る
処
に
、
小
野
宮
の
実
資
の
大
臣
の
御
夢
に
妙
に
咄
た
き
花
の
影

　
オ
ハ
シ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
ツ

に
御
し
け
る
が
、
繕
に
も
語
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る
御
中
に
て
、
平
生
の
時
も

浅
か
ら
ず
し
て
、
告
げ
た
ま
ひ
け
る
か
と
歎
ぜ
さ
せ
ら
れ
け
り
、
と
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
水
谷
）

平
家
打
聞
第
十
巻

　
九
禁
は
、
九
重
。
九
州
は
、
筑
紫
九
国
。
親
強
は
、
親
は
父
母
を
謂
ひ
、
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
ガ
ネ

は
一
門
を
謂
ふ
。
胡
鳥
は
、
胡
国
よ
り
来
る
雁
音
。
九
朝
は
、
漢
代
に
九
度
ま

で
胡
国
を
責
め
し
事
。
一
は
、
漢
の
中
宗
帝
、
漢
の
武
帝
の
子
。
二
は
、
漢
の

考
元
、
中
宗
黄
帝
の
孫
子
。
三
は
、
漢
の
恵
帝
、
高
祖
の
子
。
四
は
、
漢
の
大

　
　
　
　
　
０

宗
、
高
祖
の
弟
。
五
は
、
漢
の
景
帝
の
子
。
六
は
、
漢
の
武
帝
。
七
は
、
漢
の

孝
照
、
武
帝
の
子
。
八
は
、
漢
の
武
陽
帝
。
九
は
、
漢
の
哀
考
帝
。
此
の
九
つ

の
朝
と
し
て
、
御
時
九
度
ま
で
胡
国
を
責
め
た
ま
ひ
け
り
。
蘇
武
が
胡
国
へ
越

え
し
は
元
帝
の
御
時
。
中
都
は
、
上
林
院
の
苑
の
事
。
花
落
は
、
王
城
。
凡
て

は
院
の
御
在
す
故
な
り
。
花
は
王
。
王
下
り
居
た
ま
ふ
ま
で
院
と
号
す
る
故
、

王
下
り
、
書
き
た
ま
ひ
て
は
、
花
落
と
名
づ
く
。
異
家
は
、
国
々
の
武
士
。
当

家
は
、
平
家
一
門
。
幼
帝
は
、
先
帝
。
與
后
は
、
建
礼
門
院
の
女
御
。
外
戚
は
、

先
帝
の
御
母
方
の
一
門
。
時
忠
、
宗
盛
等
の
平
家
一
門
な
り
。
外
家
は
、
先
帝

三
〇

の
祖
母
。
二
位
殿
の
事
。

　
九
禁
－
下
九
七
左
５
　
九
州
－
下
九
七
左
６
　
親
強
－
下
九
八
右
３
（
親
族
）
　
胡
鳥

　
－
下
九
八
　
右
３
　
九
朝
－
下
九
八
右
５
　
中
都
－
下
九
八
右
５
　
花
落
－
下
九
八
右

　
６
　
異
家
－
下
九
九
左
３
　
当
家
－
下
九
九
左
３
　
幼
帝
－
下
一
〇
〇
右
２
　
母
后
－

　
下
一
〇
〇
右
２
　
外
戚
－
下
一
〇
〇
右
３
　
外
家
－
下
一
〇
〇
右
３

　
ｏ
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
第
」
。

　
０

　
漠
上
に
愁
ひ
有
る
は
、
漢
上
は
、
漢
の
元
帝
の
事
。
臣
下
に
愁
ひ
有
り
と
は
、

蘇
武
が
胡
国
に
於
て
、
臣
下
の
歎
く
事
。
先
は
、
蘇
武
が
胡
国
に
於
て
、
十
九

年
を
経
る
事
。
配
席
は
、
北
条
郡
蛭
小
嶋
へ
頼
朝
を
流
罪
せ
し
事
。
陳
別
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ラ

天
の
貢
め
を
蒙
り
て
、
頭
を
陳
ぬ
べ
し
と
云
ふ
事
。
段
王
は
、
大
甲
。
中
高
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
は
　
　
　
◎
　
い
つ

号
す
。
成
陽
王
の
孫
。
己
巳
即
位
。
在
位
廿
年
。
１
台
に
囚
る
は
、
小
乙
王
、

悪
王
に
し
て
、
六
国
を
随
ふ
る
事
。
文
王
は
、
周
康
王
の
子
。
摩
里
に
術
め
ら

る
は
、
人
絶
え
た
る
荒
野
の
名
。
迦
葉
讐
者
は
、
摩
詞
迦
葉
。
四
つ
の
其
の
一

な
り
。
其
の
迦
葉
は
、
一
は
、
摩
詞
迦
葉
、
鶏
足
峰
に
籠
り
あ
り
し
人
。
二
は
、

優
楼
頻
螺
迦
葉
。
三
は
、
伽
耶
迦
葉
。
四
は
、
那
提
迦
葉
。
是
等
な
り
。
雪
山

鳥
は
、
雪
山
の
峯
に
住
む
寒
苦
鳥
の
事
。
無
常
を
観
ず
る
鳥
。
寒
夜
、
寒
君
を

被
し
て
、
「
夜
明
け
け
れ
ば
、
巣
造
ら
ん
。
」
と
鳴
く
。
日
出
で
て
後
、
世
間
温

か
に
成
れ
ば
、
「
今
日
の
死
な
ん
日
な
る
を
知
ら
ず
。
死
ぬ
る
を
知
ら
ず
し
て

　
　
　
　
　
イ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巣
を
造
る
に
何
に
。
」
と
鳴
く
事
ぞ
有
る
。
巣
を
造
る
事
を
忘
る
る
鳥
な
り
。

　
漢
上
に
愁
ひ
有
る
ー
下
一
〇
〇
右
５
（
見
漢
書
上
有
愁
）
先
－
下
一
〇
〇
左
１
（
先

　
祖
）
配
席
－
下
一
〇
一
右
５
　
陳
別
－
下
一
〇
一
右
５
　
段
王
－
下
一
〇
七
右
６



夏
台
に
囚
る
１
下
一
〇
七
左
－
　
文
王
－
下
一
〇
七
左
ー

　
　
　
　
　
　
ヨ
フ

〇
七
左
１
（
被
籠
傭
里
）
迦
葉
尊
者
－
下
一
一
五
右
４

¢
（
山
）

　
一
山
）

　
（
山
）

に
よ
る
。
（
底
）
「
漢
土
」
。

　
イ
ツ

「
小
乙
王
」
に
よ
る
。
（
底
）

　
ヲ
　
　
　
　
ヲ

「
巣
造
事
一
」
に
よ
る
。
（
底
）

摩
里
に
籠
め
ら
る
－
下
一

雪
山
鳥
－
下
一
一
五
左
３

「
小
乙
王
」
。
黒
田
氏
翻
刻
「
小
己
王
」
。

　
ヲ
　
　
　
　
ニ

「
巣
造
事
こ
。

　
御
賀
は
、
祝
歌
、
集
五
十
首
の
事
。
霊
山
浄
土
は
、
天
竺
に
在
り
。
弘
法
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

密
壇
上
に
、
須
嬰
の
問
に
、
天
竺
仏
性
国
へ
行
き
て
老
翁
に
会
へ
り
。
翁
、
弘

　
　
（
マ
マ
）

法
に
合
ひ
て
語
り
け
る
は
、
「
汝
何
な
る
志
に
て
此
処
に
来
た
る
や
。
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

「
辺
国
に
有
り
し
時
よ
り
、
仏
性
国
拝
見
の
志
有
り
。
」
と
云
々
。
翁
、
爾
の
時

「
而
れ
ば
、
此
の
山
の
案
内
を
ば
、
吉
く
知
り
侍
り
。
御
志
恭
く
聞
こ
え
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
レ

ヘ
ば
、
翁
処
々
の
有
様
を
見
せ
奉
り
て
委
し
く
教
へ
奉
ら
ん
。
」
と
て
烈
て
ぞ

登
り
け
る
。
釈
尊
昔
孝
妃
の
為
に
下
乗
退
凡
の
六
石
率
都
婆
二
本
を
造
立
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
も

ま
ひ
し
よ
り
一
千
余
年
の
星
霜
累
り
て
、
諸
行
無
常
の
文
、
既
に
霞
に
朽
ち
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス

彼
の
率
都
婆
の
下
に
息
み
て
、
翁
語
り
け
る
は
、
「
此
の
二
本
の
率
都
婆
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

釈
尊
、
栴
檀
甘
露
の
御
為
に
、
麓
に
立
て
た
ま
ふ
。
下
乗
の
率
都
婆
の
、
因
と

名
づ
け
け
る
は
、
母
后
の
御
為
な
り
。
峯
に
立
て
た
ま
ふ
退
凡
の
率
都
婆
は
、

果
と
名
づ
け
て
、
父
王
の
御
為
な
り
。
故
に
、
之
を
見
る
人
々
、
孝
養
報
恩
の

志
を
発
せ
ず
と
云
ふ
こ
と
無
く
、
率
都
婆
を
作
ら
ざ
る
念
の
人
無
き
な
り
。
」

と
。
爾
の
時
、
大
師
哀
れ
に
思
し
食
さ
れ
、
早
本
国
へ
帰
り
、
二
親
の
為
に
之

　
（
マ
マ
）

を
行
ふ
と
ぞ
覚
さ
れ
け
る
。
大
師
問
ひ
た
ま
ひ
け
る
は
、
「
此
の
山
へ
登
り
け

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

る
道
の
程
、
遠
近
何
ば
か
り
や
。
」
翁
答
へ
け
る
は
、
「
昔
は
高
く
侯
へ
ど
も
、

世
も
漸
く
末
に
成
り
行
き
け
れ
ば
、
山
漸
々
下
り
け
り
。
昔
倶
留
孫
仏
の
時
は

四
日
四
夜
行
き
て
山
頂
に
至
る
。
倶
那
含
仏
の
時
は
三
旦
二
夜
に
て
至
る
。
迦

葉
仏
、
二
日
二
夜
。
釈
迦
牟
尼
仏
の
時
は
、
半
日
に
て
至
る
。
」
と
。

　
御
賀
－
下
＝
三
左
６
　
霊
山
浄
土
－
下
二
…
左
６

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
¢
（
山
）
「
下
乗
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
下
乗
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
タ
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ

　
是
に
藍
か
に
上
り
て
見
た
ま
へ
ば
、
古
き
石
室
大
多
有
り
。
「
唆
は
何
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

石
室
ぞ
。
」
と
。
翁
云
は
く
、
「
彼
は
、
昔
五
日
支
仏
の
住
み
た
ま
ひ
け
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ

而
し
て
如
来
在
世
の
以
前
三
ケ
年
に
、
浄
居
天
子
下
り
、
告
げ
て
日
く
、
『
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

り
て
後
二
年
有
り
て
、
仏
、
現
は
れ
た
ま
ふ
べ
し
。
』
と
。
此
の
由
を
支
仏
聞

き
畢
り
て
焼
身
入
滅
す
。
」
と
。
「
何
な
る
故
を
以
て
か
。
」
「
世
に
二
仏
無
く
国

　
　
王
か

に
二
生
無
し
。
一
仏
境
界
に
し
て
二
尊
号
無
し
。
故
に
此
の
山
に
五
百
石
室
有

り
。
」
峯
に
登
り
、
大
師
翁
に
問
ひ
た
ま
ひ
け
る
に
、
「
如
来
入
滅
の
後
は
、
此

の
山
に
は
人
も
無
き
か
。
」
と
。
翁
、
答
へ
て
日
は
く
、
「
凡
そ
前
仏
後
仏
、
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

此
の
山
に
居
す
。
仏
滅
の
後
に
は
羅
漢
に
住
み
、
法
滅
に
は
支
仏
住
み
、
支
仏

無
け
れ
ば
、
鬼
神
住
す
る
ご
と
し
。
」
と
云
々
。
翁
尚
答
へ
て
云
は
く
、
「
此
の

山
に
は
多
く
の
名
有
り
。
霊
鷲
山
と
名
づ
け
、
鷲
頭
山
と
名
づ
け
、
狼
跡
山
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ね

名
づ
け
、
普
山
と
名
づ
け
、
負
重
山
と
名
づ
け
、
仙
人
窟
山
と
名
づ
け
、
恒
に

羅
漢
菩
薩
、
得
道
及
び
神
通
の
諸
仏
居
す
る
所
に
て
有
り
。
」
と
。
翁
又
云
は

く
、
「
山
頂
に
五
つ
の
峰
有
り
。
各
々
精
舎
有
り
」
と
。
指
を
差
し
て
次
第
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

語
る
。
「
一
峰
は
韓
婆
羅
政
撃
と
名
づ
け
、
並
べ
る
を
薩
多
葉
那
と
名
づ
く
。

第
三
は
、
地
神
山
と
名
づ
け
、
第
四
峰
は
、
小
独
刀
山
と
名
づ
け
、
第
五
は
是

　
　
　

れ
を
者
闇
堀
山
と
名
づ
く
。
」
と
。
是
の
ご
と
く
委
し
く
語
り
て
教
へ
、
其
の

後
、
「
此
の
翁
は
常
に
金
色
世
界
に
在
す
。
時
々
は
五
台
山
に
。
」
と
語
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然
し
て
隠
れ
た
ま
ひ
て
け
り
。
当
に
此
の
翁
は
、
文
殊
老
翁
と
反
作
す
と
知
る

べ
し
。

　
の
（
底
）
「
仏
可
現
二
玉
此
由
ヲ
」
。

　
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
者
闇
屈
山
」
。

　
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
及
作
」
。

　
爾
の
時
、
大
師
独
り
立
ち
て
、
静
か
に
山
の
頂
を
見
れ
ば
、
聖
跡
の
悲
し
み
、

恋
慕
の
念
、
千
万
重
な
り
、
如
来
在
世
の
恋
し
さ
を
語
り
合
ふ
人
も
無
し
。
世

尊
説
法
の
音
の
跡
を
望
め
ば
、
師
子
の
臥
す
処
な
り
。
聖
衆
烈
席
の
古
へ
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
¢
ス
ミ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ぱ

を
見
れ
ば
、
狼
狐
の
栖
な
り
。
谷
も
峰
も
、
只
欝
々
た
る
林
木
に
し
て
、
膀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
あ
つ

も
影
に
も
偏
へ
に
擁
々
た
る
畢
草
、
意
に
任
せ
て
滋
る
な
り
。
思
ひ
の
住
に
群

ま
れ
り
。
人
も
通
は
ぬ
深
山
の
木
の
中
な
れ
ば
な
り
。
誰
も
聴
聞
し
け
れ
ば
、

正
法
の
時
は
佐
こ
そ
咄
か
り
け
ん
在
世
の
、
滅
後
は
引
き
返
た
る
哀
れ
さ
、
只
、

生
者
必
滅
の
悲
し
み
を
渡
す
。
而
れ
ど
も
、
雲
を
分
け
て
霞
を
分
け
て
、
蓬
々

と
尋
ね
詣
で
て
、
何
を
か
念
じ
出
す
べ
き
。
海
を
越
え
山
を
越
え
、
遠
々
と
求

め
来
て
、
点
じ
返
す
こ
そ
口
惜
し
け
れ
。
霊
鷲
山
の
峰
に
、
釈
尊
在
世
の
古
へ

を
詠
じ
慕
へ
ば
、
只
、
松
風
奴
々
と
し
て
懐
旧
の
袖
に
通
ひ
、
者
闇
堀
山
の
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一

　
　に

顧
み
て
如
来
滅
後
の
今
を
悲
し
め
ば
、
亦
、
暮
雲
片
々
と
し
て
恋
慕
の
涙
を

催
す
。
貢
め
て
も
為
ん
方
無
け
れ
ば
、
法
花
経
に
付
け
て
も
如
来
寿
量
品
を
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
連
ね
た
ま
ひ
け
る
は
、
釈
尊
の
誠
に
金
言
を
静
ふ
所
以
な
り
。
経
文
の
意
を

暗
に
諦
し
た
ま
ひ
、
「
新
た
に
妙
覚
成
り
し
仏
に
は
在
ら
ず
。
五
百
塵
点
過
去

久
遠
寿
命
無
量
阿
僧
祇
劫
常
住
不
滅
の
古
仏
な
り
。
」
と
。
傷
類
文
を
見
る
に

「
自
我
得
仏
来
所
経
諸
劫
数
無
量
百
千
万
億
載
阿
曽
祇
」
と
云
々
。
此
の
文
を

　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

ぞ
泣
く
泣
く
三
返
責
め
た
ま
ひ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
カ

　
¢
（
山
）
「
栖
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
栖
モ
」
。

　
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
願
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
（
底
）
「
釈
尊
誠
静
金
言
一
」
。
「
誠
謡
」
は
「
誠
諦
」
の
こ
と
か
。
（
『
法
華
経
』
如

　
　
来
寿
量
品
第
十
六
　
冒
頭
参
照
）

　
爾
の
時
、
常
在
霊
鷲
山
と
て
、
何
れ
も
此
の
山
に
在
す
。
令
ひ
顛
倒
の
衆
生

　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
）

は
、
近
し
と
難
も
而
見
え
ず
。
常
に
顛
倒
に
て
迷
ふ
故
に
、
目
前
に
在
す
と
雄

も
見
え
た
ま
は
ざ
り
け
り
。
「
悲
し
き
か
な
、
哀
れ
な
る
か
な
、
願
は
く
は
恩

徳
広
大
の
釈
迦
牟
尼
如
来
、
弟
子
の
誠
志
と
随
喜
し
、
生
身
の
妙
身
一
度
見
せ

た
ま
へ
。
」
而
し
て
、
五
躰
地
に
投
げ
、
山
頂
に
向
か
ひ
、
三
返
奉
礼
、
挙
頭

　
　
　
　
　
　
マ
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

合
掌
し
て
山
頂
を
晴
り
奉
り
け
り
。
霊
峰
の
中
に
よ
り
　
光
明
耀
き
　
頂
上
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

照
ら
し
た
ま
ふ
。
光
中
に
化
仏
顕
は
れ
た
ま
へ
り
。
金
山
王
の
ご
と
し
。
即
ち

三
界
独
尊
に
位
す
。
四
生
礼
有
り
。
五
百
大
願
恩
徳
広
大
の
釈
迦
牟
尼
無
上
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
な

覚
世
尊
、
黍
な
く
も
三
学
、
四
菩
蔭
、
五
根
、
六
神
通
を
内
に
備
へ
、
三
十
二



相
八
十
種
好
、
外
に
顕
は
れ
た
ま
へ
り
。
普
賢
、
文
殊
、
虚
空
蔵
、
薬
王
、
勇

施
、
浄
行
、
無
辺
等
、
八
万
恒
沙
の
諸
大
菩
薩
等
の
前
後
に
、
舎
利
弗
、
迦
葉
、

目
連
、
須
菩
提
、
富
楼
那
、
阿
難
、
阿
泥
盧
頭
等
、
万
徳
無
数
の
諸
大
声
聞
、

左
右
に
烈
な
り
て
、
惣
じ
て
霊
山
会
上
の
集
会
、
発
起
影
向
す
。
当
に
機
縁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

結
ぶ
べ
し
。
四
衆
、
皆
悉
く
釈
尊
に
伴
ひ
奉
る
。
天
、
四
種
の
花
を
雨
ら
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

地
に
は
六
種
震
動
す
。
爾
の
時
、
大
師
、
信
仰
の
身
の
毛
弥
立
ち
、
歓
喜
の
涙

　
　
　
　
　
¢

を
雨
ら
す
。
長
脆
合
掌
し
て
、
尊
顔
を
購
り
奉
る
。
時
に
、
世
尊
、
青
蓮
の
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　

眼
鮮
や
か
に
、
丹
果
の
唇
厳
か
に
し
て
、
大
弁
の
迦
陵
の
御
声
を
出
し
て
説
き

ノ
タ
マ

言
ひ
け
る
は
、
「
我
智
力
如
是
、
恵
光
照
無
量
。
」
と
云
々
。
而
し
て
、
四
天

王
袖
を
引
き
て
送
り
た
ま
へ
り
。
本
の
路
に
と
思
し
食
し
け
れ
ば
、
本
の
道
場

に
還
り
来
た
り
て
、
驚
き
覚
め
た
ま
ひ
て
け
り
。
誠
に
一
乗
妙
典
の
功
徳
深
広

な
り
。

　
¢
（
底
）
「
長
脆
」
。

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
（
山
）
「
出
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
出
」
。

　
　
　
　
　
　
　
ケ
ル
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル

　
　
（
山
）
「
説
一
言
　
　
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
謹
言
　
」
。

　
節
下
は
、
時
の
職
の
上
郎
。
阿
苦
は
、
時
の
成
敗
。
源
氏
大
将
は
、
延
喜
の

　
　
　
　
＾
マ
マ
）

太
子
。
高
明
新
王
是
な
り
。

　
節
下
－
下
一
四
三
左
２
　
阿
苦
－
下
一
四
三
左
５
　
源
氏
大
将
－
下
一
四
四
右
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
宇
野
）

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

　
　
　
　
平
家
打
聞
　
第
十
一
巻

　
石
清
水
は
、
男
山
八
幡
宮
。
住
吉
は
、
鵜
羽
葺
不
合
尊
。
諏
訪
は
、
天
暦
の

　
　
　
　
ひ
ろ

御
時
殊
に
弘
ま
り
た
ま
へ
り
。
上
宮
は
普
賢
、
下
宮
は
千
手
観
音
な
り
。
雲
上

は
、
内
裏
。
主
上
渡
ら
せ
た
ま
ふ
御
殿
な
り
。
竜
は
、
先
帝
。
人
問
の
上
な
れ

ば
竜
に
瞼
へ
、
万
人
の
頂
を
践
み
た
ま
へ
ば
雲
上
と
云
ふ
。
竜
は
雲
上
に
住
む

な
り
。
海
底
は
、
先
帝
安
徳
天
皇
御
身
を
海
に
投
ぐ
る
事
。
波
の
下
な
れ
ば
魚

に
瞭
ふ
る
な
り
。

　
石
清
水
－
下
一
四
九
右
－
住
吉
－
下
一
七
〇
左
３
　
諏
訪
－
下
一
七
一
右
４
（
諏

　
方
）
　
雲
上
－
下
一
七
七
左
６
　
竜
－
下
一
七
七
左
６
　
海
底
－
下
一
七
七
左
６

　
欲
入
日
洗
は
、
先
帝
を
日
に
瞼
ふ
。
行
幸
し
、
西
国
に
在
し
し
か
ば
、
日
の

入
る
方
な
れ
ば
、
入
日
と
は
云
ふ
。
終
に
崩
御
し
た
ま
へ
ば
、
入
日
に
瞼
ふ
。

ヲ
キ
一
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
一
　
　
　
　
（
マ
マ
）

洋
律
白
波
は
、
凶
徒
等
の
名
。
本
よ
り
恋
人
を
洋
律
白
波
と
云
ふ
。
日
本
紀
に

　
　
　
オ
ホ
ケ

在
り
。
大
気
無
き
心
有
れ
ば
、
爾
云
ふ
な
り
。

　
欲
入
日
洗
・
洋
律
白
波
－
該
当
項
目
な
し
。
た
だ
し
早
川
厚
一
氏
の
御
指
摘
の
よ
う
に

　
（
「
『
平
家
打
聞
』
と
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
」
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
２
４
－
２

　
昭
６
３
・
１
０
）
、
四
部
本
下
一
七
八
右
３
の
空
白
部
に
入
る
実
定
の
歌
が
「
新
古
今
集
」

　
３
５
、
「
な
ご
の
う
み
の
か
す
み
の
ま
よ
り
な
が
む
れ
ば
い
る
日
を
あ
ら
ふ
お
き
っ
し
ら

　
な
み
」
と
同
歌
な
ら
ば
、
そ
の
注
に
該
当
す
る
。

　
ヤ
サ
シ

　
珍
重
は
、
花
や
か
な
る
色
事
を
替
ふ
。
帥
内
侍
は
、
中
山
中
納
言
の
娘
、
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

大
納
言
の
北
の
方
な
り
。
大
納
言
内
侍
は
、
五
条
大
納
言
邦
綱
入
道
の
娘
、
本

三
位
中
将
重
衡
卿
の
北
の
方
な
り
。
普
氏
寺
殿
は
、
清
盛
入
道
の
次
男
、
八
嶋

の
大
臣
殿
な
り
。
北
政
所
は
、
右
大
臣
為
隆
卿
の
娘
。
天
行
は
、
天
変
。
北
天

は
、
中
夫
。
三
災
は
、
一
は
兵
乱
闘
静
口
等
。
二
は
疾
病
。
天
下
に
疫
病
起
こ

り
て
人
民
の
失
す
る
事
な
り
。
三
は
飢
渇
。
飯
に
飢
ゑ
た
る
を
飢
と
云
ひ
、
水

　
　
　
　
　
　
¢

に
飢
ゑ
た
る
を
渇
と
云
ふ
。
是
、
刀
疾
飢
の
三
災
と
云
ふ
な
り
。

　
珍
重
－
下
一
七
八
右
４
　
帥
内
侍
－
下
一
七
八
右
６
　
大
麹
言
内
侍
－
下
一
七
八
右
６

　
普
賢
寺
殿
－
下
一
七
九
右
－
　
北
政
所
－
下
一
七
九
右
－
　
天
行
－
下
一
八
六
右
－

　
北
夫
－
該
当
項
目
な
し
。
三
災
－
下
一
八
六
右
２

　
　
（
…
一
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
偶
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
七
難
は
、
日
月
度
を
失
し
、
時
節
反
逆
す
。
或
ひ
は
赤
日
出
づ
る
こ
と
二
三

四
五
日
出
づ
。
或
ひ
は
日
蝕
、
月
蝕
し
て
光
無
し
。
或
ひ
は
日
輪
の
一
重
な
る

と
、
二
一
二
四
五
重
の
輪
現
る
。
是
を
第
一
難
と
為
す
。
廿
八
宿
度
を
失
し
、
金

星
、
輪
星
、
鬼
星
、
火
星
、
水
星
、
風
星
、
刀
星
、
南
斗
、
北
斗
、
五
鎮
の
大

星
、
一
切
国
の
主
星
、
三
公
星
、
百
官
星
、
是
く
の
ご
と
き
諸
星
各
々
変
現
す
。

是
を
第
二
難
と
為
す
な
り
。
大
火
、
国
を
焼
き
、
万
姓
を
焼
き
尽
く
す
。
或
ひ

は
鬼
火
、
竜
火
、
天
火
、
山
神
火
、
人
火
、
樹
木
火
、
賊
火
、
是
く
の
ご
と
く

ぞ
変
惟
す
る
。
是
を
第
三
難
と
為
す
な
り
。
大
水
の
、
百
姓
を
漂
没
し
て
時
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

返
逆
し
、
冬
の
雨
、
夏
の
雪
、
冬
の
時
の
雷
電
僻
嘱
、
六
月
に
氷
、
霜
、
電
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
赤
水
、
青
水
、
黒
水
雨
り
、
石
、
礫
石
雨
る
。
江
河
逆
流
し
、
山
を
浮
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

べ
、
石
を
流
す
。
是
く
の
ご
と
き
変
時
を
名
づ
け
て
第
四
難
と
為
す
な
り
。
大

風
吹
き
、
万
姓
を
殺
す
。
国
土
、
山
河
、
樹
木
一
時
に
滅
没
す
。
時
に
非
ず
し

て
大
風
、
黒
風
、
赤
風
、
青
風
、
天
風
、
地
風
、
火
風
、
水
風
あ
り
。
是
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ご
と
く
変
ず
る
時
を
第
五
難
と
名
づ
く
る
な
り
。
天
地
、
国
土
見
陽
し
、
炎
火

　
　
　
　
　
　
¢

洞
然
と
し
て
百
草
凡
目
干
し
て
五
穀
成
ら
ず
。
土
地
赫
然
と
し
て
万
姓
滅
尽
す
。

是
く
の
ご
と
き
時
を
第
六
難
と
名
づ
く
る
な
り
。
四
方
よ
り
賊
来
た
り
て
国
を

侵
す
。
内
外
に
賊
起
こ
り
、
火
賊
、
水
賊
、
風
賊
、
鬼
賊
あ
り
て
、
百
姓
荒
乱

し
、
刀
兵
劫
起
こ
る
。
是
く
の
ご
と
き
惟
時
を
名
づ
け
て
第
七
難
と
為
す
な
り
。

　
七
難
－
下
一
八
七
右
２

　
０
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
及
逆
」
。
　
　
『
仁
王
経
』
「
露
震
」
。
　
＠
　
（
山
）
に

　
　
よ
る
。
（
底
）
「
両
」
。
＠
『
仁
王
経
』
「
充
陽
」
。
¢
『
仁
王
経
』
「
充
早
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
重
花
は
、
舜
王
。
院
方
は
、
国
母
の
時
の
名
。
国
母
と
は
太
子
即
位
後
の
名
。

　
　
０
　
　
　
　
　
　

太
子
御
在
さ
ざ
る
程
を
ば
、
中
宮
と
名
づ
く
る
な
り
。

　
重
花
－
下
一
八
六
左
－
　
院
方
－
該
当
項
目
な
し
。

　
Ｏ
（
山
）
「
不
御
在
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
不
　
御
在
」
。

　
　
　
　
　
　
ヲ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
（
山
）
「
程
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
程
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
谷
村
）

　
　
　
　
平
家
打
聞
　
第
十
二
巻

　
法
勝
寺
は
、
白
河
院
の
御
建
立
。
仏
閣
は
、
御
堂
。
皇
居
は
、
内
裏
。
人
家



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

は
、
公
卿
殿
上
人
已
下
、
諸
大
夫
ま
で
を
云
ふ
な
り
。
文
徳
天
皇
は
、
仁
明
の

太
子
。
〔
庚
子
〕
即
位
。
在
位
八
年
。
前
朱
雀
院
は
、
延
喜
の
太
子
。
握
は
、

安
き
倉
。
国
王
常
に
居
ま
し
て
見
物
せ
ら
れ
た
ま
へ
り
。
三
台
は
、
公
な
り
。

参
儀
は
、
国
王
の
御
身
問
近
に
し
て
、
朝
夕
に
供
御
を
進
ら
す
る
。

　
法
勝
寺
…
下
二
一
〇
右
－
　
仏
閣
－
下
二
一
〇
右
２
　
皇
居
－
下
二
一
〇
右
２
　
人
家

　
－
下
二
一
〇
右
３
文
徳
天
皇
；
下
二
一
一
左
３
前
朱
雀
院
－
下
二
二
左
４
握

　
－
下
二
一
一
左
６
一
梶
）
　
三
台
…
下
二
一
エ
ハ
右
５
　
参
儀
－
下
二
二
六
右
５

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
テ
ヲ

　
¢
一
山
）
「
諸
大
夫
　
」
に
よ
る
。
一
底
）
「
諸
大
夫
」
。

　
北
野
天
神
は
、
最
初
天
慶
五
年
〔
壬
寅
〕
七
月
十
二
日
右
京
七
条
の
二
の
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
）

士
二
の
町
に
於
い
て
多
治
比
奇
子
に
於
い
て
託
す
。
御
託
宣
に
云
は
く
、
「
我
、

　
　
　
　
　
　
　
¢
し
ぱ
く

昔
世
に
在
り
し
時
、
屡
右
近
の
馬
場
に
遊
覧
す
る
に
、
之
に
因
り
て
虚
横
の

禍
に
遇
ひ
て
、
鎮
西
に
左
遷
せ
ら
る
。
後
、
遠
く
宿
報
を
思
ふ
と
難
も
、
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
が

に
恨
み
を
結
ぶ
の
報
、
返
り
て
肝
を
焦
す
の
火
を
作
る
。
帰
京
の
期
、
得
る
こ

と
無
し
。
既
に
、
天
神
の
号
を
得
た
り
。
鎮
国
の
念
有
り
。
」
と
。

　
¢
（
北
）
「
屡
遊
「
責
右
近
馬
場
一
多
年
、
晦
ノ
錦
閑
勝
之
地
、
何
如
二
彼
場
一
哉
、

　
　
　
コ
レ
ニ

　
因
レ
莚
遇
二
虚
任
之
禍
二
。

　
右
大
臣
兼
右
近
街
大
将
、
正
二
位
を
贈
ら
る
。
菅
原
卿
は
、
左
京
大
夫
従
三

　
¢
き
ん

位
清
公
朝
臣
卿
、
参
儀
従
三
位
刑
部
卿
兼
近
江
権
守
是
善
卿
の
第
三
子
。
母
は
、

と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
一
¢

伴
氏
。
十
一
に
し
て
始
め
て
詩
を
云
ひ
、
逐
に
属
文
を
工
す
。
博
は
百
家
を
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
清
和
の
御
時
、
貞
観
四
年
、
父
の
帝
生
ま
れ
た
り
。
時
に
年
の
十
八
に
し

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
四

て
、
早
く
下
野
権
少
抵
に
任
ず
る
こ
と
を
為
す
を
以
て
、
十
二
年
の
春
、
小
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

記
に
到
る
。
都
良
香
が
亭
に
て
、
門
生
の
弓
躬
の
戯
に
遇
ふ
。
都
良
香
別
け
入

　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

れ
て
誠
に
之
を
射
さ
し
む
。
大
臣
二
っ
扶
げ
て
、
二
っ
中
る
。
良
香
之
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
く
ぐ
ひ

云
は
く
、
「
射
策
鵠
に
中
る
験
な
り
。
」
と
。
其
の
後
、
幾
ば
く
も
せ
ず
し

　
　
　

て
、
対
栄
に
及
ぶ
。
第
十
三
年
二
月
玄
番
助
に
任
ず
。
小
内
記
に
遷
る
。
十
四

　
ｃ
一
マ
マ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亙
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
ニ

年
存
門
渤
海
客
の
使
に
為
し
た
り
。
母
の
憂
ひ
下
り
て
、
使
職
に
停
む
。
十
六

の
年
の
正
月
、
従
五
位
下
に
叙
し
て
兵
部
少
輔
に
任
ず
。
民
部
少
輔
に
遷
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陽
成
院
の
御
時
、
元
慶
元
年
式
部
少
輔
に
為
し
た
り
。
二
年
の
正
月
、
門
頭
を

越
え
た
り
。
都
良
香
従
五
位
上
に
叙
す
。
累
代
の
儒
胤
を
以
て
、
月
余
に
文
章

博
士
、
加
賀
権
守
を
兼
ね
た
り
。
十
一
月
、
巨
勢
文
雄
に
代
は
る
ま
で
は
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
　
　
　
＠
＾
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
＠

漢
書
を
講
ず
。
八
年
、
親
喪
し
て
斜
職
。
詔
し
て
本
官
を
以
て
之
を
起
こ
す
。

光
仁
天
皇
の
御
時
、
讃
岐
守
に
為
す
。
三
年
、
正
五
位
下
に
進
ず
。
宇
多
院
の

御
時
、
寛
平
二
年
、
初
め
て
昇
殿
す
。
左
大
弁
を
兼
ね
た
り
。
四
年
、
従
四
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

下
を
授
く
。
右
京
大
夫
に
遷
る
。
勅
を
承
り
て
、
清
涼
殿
に
侍
す
。

　
北
野
天
神
－
下
二
四
四
右
３

　
０
（
北
）
「
清
公
朝
臣
孫
」
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
（
山
）
「
工
属
文
」
に
よ
る
。
一
底
）
「
工
属
父
」
。
一
北
）
「
工
属
文
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ

　
　
（
山
）
「
為
父
帝
生
」
に
よ
る
。
一
底
一
「
為
二
父
帝
生
↓
、
」
。
一
北
一
「
為
二
文
章
生
こ
。

　
　
（
北
一
「
引
入
令
二
試
射
一
之
」
。

　
　
　
　
　
ク
・
ヒ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
モ

　
　
（
山
）
「
鵠
」
に
よ
る
。
一
底
一
「
鵠
」
。

　
＠
（
北
）
「
封
策
及
第
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
－
四

　
¢
（
底
）
「
為
存
門
一
渤
海
客
使
一
」
。

　
＠
（
北
）
「
丁
二
母
憂
こ
。

　
＠
（
北
）
「
越
二
門
頭
都
良
香
一
殺
二
從
五
位
上
一
」
。

　
＠
（
北
）
「
解
レ
職
」
。

　
◎
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
本
官
二
」
。

　
＠
（
北
）
「
奉
レ
勅
清
涼
殿
侍
］
讃
群
書
治
要
一
」
。

　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ら
ジ

　
本
院
大
臣
は
、
大
仲
臣
氏
鎌
子
の
連
子
と
云
ひ
し
人
は
、
天
津
児
屋
根
尊
の

金
鷲
に
乗
り
て
天
下
り
た
ま
ひ
け
る
時
、
銀
鶴
に
乗
り
て
御
友
に
侍
り
け
る
其

　
ス
ヘの

末
な
り
。
神
代
の
始
め
よ
り
十
二
代
と
か
や
、
と
。
鎌
子
は
人
王
十
七
代
孝

徳
天
皇
の
御
時
、
様
々
の
大
臣
達
を
定
め
し
に
、
内
大
臣
の
初
め
を
承
れ
ば
、

三
十
九
代
天
智
天
皇
治
天
の
御
時
、
始
め
て
藤
原
姓
を
賜
る
。
天
気
、
殊
に
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
＠

出
た
く
、
帝
王
の
難
を
除
く
人
に
有
り
ぬ
と
思
し
食
す
を
は
、
様
々
に
時
日
を

　
　
（
マ
マ
）

起
こ
す
て
故
な
り
。
藤
氏
の
最
初
は
鎌
足
の
内
大
臣
な
り
。
今
に
多
く
の
帝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ピ
コ

后
、
大
臣
公
卿
は
方
々
の
藤
氏
末
々
の
枝
葉
に
て
、
一
州
に
遊
り
た
ま
へ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
＠
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

抑
、
此
の
鎌
足
は
叢
祠
の
露
の
底
に
於
い
て
受
け
て
、
栄
を
百
歳
雲
上
に
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
。
此
の
人
は
三
十
二
に
し
て
大
臣
に
成
り
、
内
大
臣
の
位
に
廿
、
五
十
六
に

し
て
莞
じ
た
ま
ひ
ぬ
。

　
本
院
大
臣
－
下
二
四
四
右
２

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ト
　
シ
　
ハ

　
　
０
（
神
）
「
大
仲
臣
鎌
足
村
子
云
人
」
。

　
　
　
　
　
　
　
モ
ニ
リ
ク
　
シ
ヶ
レ
ハ

　
　
＠
（
神
）
「
帝
王
殊
有
難
思
食
　
　
」
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
リ
ノ
　
ニ
　
　
ヲ

　
　
　
（
神
）
「
様
々
政
為
民
　
廣
遠
也
」
。

　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
ノ
　
ノ
　
ニ
　
テ

　
　
＠
（
神
）
「
生
叢
祠
露
底
受
」
。

　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
（
底
）
「
得
栄
一
百
歳
雲
上
一
」

＠
（
神
）
「
廿
五
年
」
。

お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
　
ク
リ

。
（
神
）
「
榮
百
城
雲
上
得
　
」
。（

以
上
、
担
当
岩
名
）

　
今
回
を
も
っ
て
、
訓
読
『
平
家
打
聞
』
は
完
結
す
る
。
第
一
回
「
は
じ
め

に
」
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
試
訓
で
あ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
問
題

を
残
し
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
引
き
続
き
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い
し
て
お
き

た
い
。

　
本
稿
は
、
と
り
あ
え
ず
訓
読
本
文
を
提
示
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
に
関
す
る
「
注
釈
」
は
ほ
と
ん
ど
示
し
得
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
訓
読
の
完
結
に
際
し
、
今
回
の
作
業
で
い
さ
さ
か
気
づ
い
た
点

を
、
メ
モ
程
度
の
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
記
し
て
お
き
た
い
。
む
ろ
ん
、

さ
ら
な
る
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

○
巻
一
「
五
台
山
」
注
　
法
照
禅
師
の
こ
と
は
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
以
外
に

も
、
『
登
山
状
』
（
『
大
聖
竹
林
寺
記
』
を
引
用
す
る
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
当

麻
曼
陀
羅
疏
』
巻
三
十
六
「
普
賢
菩
薩
事
」
、
『
観
経
厭
欣
抄
－
巻
上
之
本
、

『
十
王
讃
嘆
抄
』
上
等
に
も
見
え
て
い
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
、
『
仏
祖
統
紀
』
な
ど

に
収
め
る
伝
記
が
そ
の
源
泉
で
あ
ろ
う
。



○
巻
四
「
賀
茂
」
注
　
こ
の
注
は
、
実
質
的
に
は
神
功
皇
后
の
事
蹟
の
叙
述
を

中
心
と
す
る
。
こ
れ
は
八
幡
縁
起
の
中
で
も
、
香
椎
宮
縁
起
と
重
な
る
内
容
を

も
っ
て
い
る
。
『
八
幡
宮
巡
拝
記
』
上
に
収
め
る
香
椎
宮
縁
起
と
比
較
す
る
と
、

順
序
の
前
後
は
あ
る
が
近
似
し
た
叙
述
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
注
を
は
じ
め
、

巻
五
「
八
幡
大
菩
薩
」
注
、
巻
七
「
男
山
」
注
、
巻
八
「
宇
佐
宮
」
注
な
ど
、

八
幡
縁
起
を
含
む
注
が
多
く
見
え
る
の
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
そ
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

も
、
こ
の
注
の
初
め
に
「
応
神
天
王
御
誕
生
よ
り
、
石
清
水
男
山
の
御
身
に
至

る
ま
で
、
粗
、
是
を
考
へ
申
す
べ
し
」
と
あ
っ
た
。
ま
さ
に
『
平
家
打
聞
』
の

中
に
は
、
応
神
の
誕
生
（
巻
四
「
賀
茂
」
注
）
か
ら
、
宇
佐
へ
の
出
現
（
巻
七

「
男
山
」
注
、
巻
八
「
宇
佐
宮
」
注
）
、
男
山
へ
の
鎮
座
（
巻
七
「
男
山
」
注
）

ま
で
の
縁
起
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
の
量
を
さ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
巻
六
「
慈
恵
大
師
」
注
　
こ
の
注
に
含
ま
れ
る
座
主
補
任
説
話
は
『
言
泉

集
』
所
収
「
祐
範
僧
都
説
法
草
」
と
近
似
す
る
。
谷
村
　
茂
「
『
平
家
打
聞
』

巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て
　
　
　
『
言
泉
集
』
『
私
聚
百
因
縁
集
』
と
の
比
較

か
ら
　
　
」
（
本
誌
３
４
号
所
載
）
参
照
。

○
巻
七
「
男
山
」
注
　
石
清
水
八
幡
の
縁
起
は
『
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
略

記
』
（
石
清
水
八
幡
宮
蔵
『
諸
縁
起
』
所
収
）
な
ど
が
存
す
る
が
、
本
注
の
記

事
と
全
面
的
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
で
、
本
注
に
は
『
転
法
輸

抄
』
、
『
澄
憲
作
文
集
』
、
『
八
幡
講
式
』
等
に
見
え
る
対
句
的
表
現
（
「
開
城
王

子
般
若
を
写
し
て
黄
金
を
夢
の
中
に
於
て
賜
は
り
、
伝
教
大
師
法
花
を
講
じ
て

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
瓜

紫
の
袈
裟
を
眼
前
に
於
て
授
け
ら
る
…
…
」
一
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大

隅
正
八
幡
縁
起
と
宇
佐
宮
の
縁
起
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
、

『
平
家
打
聞
』
編
者
の
八
幡
神
へ
の
関
心
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

○
巻
十
「
霊
山
浄
土
」
注
　
弘
法
大
師
空
海
が
入
唐
の
っ
い
で
に
渡
天
ま
で
し

て
霊
鷲
山
に
詣
で
る
と
い
う
、
一
見
荒
唐
無
稽
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
話
柄

は
、
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』
上
、
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
、

『
高
野
山
秘
記
』
等
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
（
舞
曲
「
笛
の
巻
」
と
も
関
連
）
。

○
巻
十
一
「
七
難
」
注
　
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
受
持
品
第
七
に
収
め
る
七

難
の
記
述
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
）

　
『
平
家
打
聞
』
研
究
文
献
目
録

。
高
橋
貞
一
「
四
部
合
戦
状
本
と
平
家
打
聞
」
　
『
仏
教
大
学
人
文
学
論
集
』
４

一
九
七
〇
・
九

　
（
『
続
平
家
物
語
諸
本
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
　
一
九
七
九
　
に
再
録
）

。
高
橋
伸
幸
「
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
の
「
裏
書
」
　
　
「
刀
後
聞
」

と
「
平
家
族
伝
抄
」
　
　
」
　
『
日
本
文
学
論
究
』
２
９
　
一
九
七
〇
・
一
一

。
信
太
　
周
「
『
平
家
打
聞
』
覚
え
書
き
　
　
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
書
説

を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
　
『
大
妻
国
文
』
５
　
一
九
七
四
・
三

。
高
橋
伸
幸
「
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
に
存
す
る
合
点
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
側

『
平
家
打
聞
』
と
の
関
係
を
廻
っ
て
　
　
」
　
『
国
語
国
文
』
４
５
－
８
　
一
九
七

六
・
八

。
黒
田
　
彰
「
島
原
松
平
本
『
平
家
打
聞
』
」
　
『
日
本
文
学
説
林
』
（
島
津
忠
夫

監
修
、
矢
野
貫
一
・
長
友
千
代
治
編
）
　
一
九
八
六
・
九

。
黒
田
　
彰
「
島
原
松
平
本
『
平
家
打
聞
』
〈
影
印
・
上
〉
」
　
関
西
大
学
『
国

文
学
』
６
３
　
一
九
八
六
・
一
〇

。
黒
田
　
彰
「
神
道
集
、
真
名
本
曾
我
と
平
家
打
聞
」
　
『
愛
知
県
立
大
学
文
学

部
編
集
（
国
文
学
科
編
）
』
３
５
　
一
九
八
七
・
二

　
（
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
和
泉
書
院
　
一
九
八
八
　
に
再
録
）

。
黒
田
　
彰
「
島
原
松
平
本
『
平
家
打
聞
』
〈
影
印
・
下
〉
」
　
『
愛
知
県
立
大
学

文
学
部
編
集
（
国
文
学
科
編
）
』
３
６
　
一
九
八
八
・
二

。
村
上
　
学
「
平
家
打
聞
を
め
ぐ
っ
て
　
　
回
顧
と
展
望
　
　
」
『
神
道
大
系

月
報
』
７
２
　
一
九
八
八
・
二

。
高
橋
伸
幸
「
『
神
道
集
』
本
文
筆
録
年
次
に
関
す
る
問
題
　
　
『
平
家
打
聞
』

と
の
関
係
を
廻
つ
て
　
　
」
　
『
神
道
大
系
月
報
』
７
２
　
一
九
八
八
・
二

。
早
川
厚
一
「
『
平
家
打
聞
』
と
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
」
　
『
名
古
屋
学

院
大
学
論
集
』
２
４
１
２
　
一
九
八
八
・
一
〇

。
谷
村
　
茂
「
『
平
家
打
聞
』
巻
六
の
慈
恵
説
話
に
つ
い
て
　
　
コ
言
泉
集
』

『
私
聚
百
因
縁
集
』
と
の
比
較
か
ら
　
　
」
　
『
同
志
社
国
文
学
』
３
４
　
一
九
九

一
・
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

。
佐
伯
真
一
「
『
平
家
打
聞
』
と
古
今
集
注
釈
　
　
　
「
玉
泉
坊
」
と
「
人
丸
本

地
」
　
　
」
　
『
日
本
古
典
の
眺
望
』
（
吉
井
　
厳
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会

編
）
　
一
九
九
一
・
五

訓
読

『
平
家
打
聞
』

）三（

（
巻
五
・
巻
六
・
巻
七
・
巻
八
）
正
誤
表

頁

下上
一
丁
イ

誤

正

四
八

上

４

（
山
）
「
賜
ル
」
に
よ
る
。

（
山
）
に
よ
る
。

底
本

（
底
）

５

（
山
）
に
よ
る
。

（
山
）
「
賜
ル
」
に
よ
る
。

五
七

上

７

「
平
家
打
聞
」
第
六

平
家
打
聞
第
六
巻

六
二

下
６
１

平
家
打
聞
第
七
巻

平
家
打
聞
第
七
巻
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